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(57)【要約】
【課題】道路線形情報を用いることなく道路線形に応じ
たパケット転送を行うことができる通信装置、通信シス
テムおよび通信方法を提供する。
【解決手段】車両に設置された通信装置は、基準方向を
基準に設定されるパケットの送信エリアを特定するため
の転送情報が含まれるパケットを送信元から受信する受
信部と、自車両の進行方向を取得する位置情報取得部と
、自車両の進行方向を自装置の基準方向とし、転送情報
が含まれるパケットを、自車両の進行方向を基準に設定
されたパケットの送信エリアに少なくとも送信する処理
部と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に設置された通信装置であって、
　基準方向を基準に設定されるパケットの送信エリアを特定するための転送情報が含まれ
るパケットを送信元から受信する受信手段と、
　自車両の進行方向を取得する取得手段と、
　前記自車両の進行方向を自装置の前記基準方向とし、前記転送情報が含まれるパケット
を、前記自車両の進行方向を基準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する
処理手段と、を含む通信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の通信装置において、
　前記転送情報は、前記送信元の前記基準方向として示された前記送信元の進行方向を含
み、
　前記取得手段は、自車両の位置を取得し、
　前記処理手段は、
　前記自車両の位置が、前記送信元からのパケット内の転送情報にて特定される前記送信
元の送信エリア内に含まれるか否かを判定し、前記自車両の位置が前記送信元の送信エリ
ア内に含まれない場合には前記パケットの転送を抑制する制御手段と、
　前記自車両の位置が前記送信元の送信エリア内に含まれている場合には、前記転送情報
が含む前記送信元の基準方向を前記送信元の進行方向から前記自車両の進行方向に変更す
る変更手段と、
　前記変更手段が変更した後の転送情報が含まれたパケットを、前記自車両の進行方向を
基準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する送信手段と、を含む、通信装
置。
【請求項３】
　請求項２に記載の通信装置において、
　前記転送情報は、さらに、前記送信元による前記パケットの送信方向である送信元の送
信方向と、前記送信元の送信方向に対する角度閾値と、前記送信元の位置と、を含み、
　前記制御手段は、前記転送情報が含む前記送信元の位置から前記自車両の位置へのパケ
ットの転送方向を求め、当該転送方向と、前記転送情報が含む前記送信元の送信方向と、
の成す角度が、前記転送情報が含む前記角度閾値を超える場合には前記パケットの転送を
抑制し、
　前記変更手段は、前記成す角度が前記角度閾値を超えない場合には、前記転送情報が含
む前記送信元の基準方向を前記送信元の進行方向から前記自車両の進行方向に変更し、か
つ、前記転送情報が含む送信元の位置を前記自車両の位置に変更する、通信装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の通信装置において、
　前記転送情報は、さらに、前記送信元の位置と、前記パケットの転送距離閾値と、を含
み、
　前記制御手段は、前記転送情報が含む前記送信元の位置から前記自車両の位置までの到
達距離が前記転送距離閾値を超える場合には前記パケットの転送を抑制する、通信装置。
【請求項５】
　請求項２から４のいずれか１項に記載の通信装置において、
　前記転送情報は、さらに、前記パケットの転送回数に応じたカウント値と、前記パケッ
トの転送回数閾値と、を含み、
　前記制御手段は、前記転送情報が含む前記カウント値が、前記転送情報が含む前記転送
回数閾値に達した場合には前記パケットの転送を抑制する、通信装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の通信装置において、
　前記変更手段は、前記転送情報が含む前記カウント値が前記転送回数閾値に達していな
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い場合には、前記転送情報が含む前記カウント値を変更する、通信装置。
【請求項７】
　請求項２に記載の通信装置において、
　前記転送情報は、さらに、前記送信元による前記パケットの送信方向である送信元の送
信方向と、前記送信元の送信方向に対する角度閾値と、前記送信元の位置と、前記パケッ
トの転送距離閾値と、前記パケットの転送回数に応じたカウント値と、前記パケットの転
送回数閾値と、を含み、
　前記制御手段は、前記転送情報が含む前記送信元の位置から前記自車両の位置への前記
パケットの転送方向を求め、当該転送方向と前記転送情報が含む前記送信元の送信方向と
の成す角度が、前記転送情報が含む前記角度閾値を超える場合と、前記転送情報が含む前
記送信元の位置から前記自車両の位置までの到達距離が、前記転送情報が含む前記転送距
離閾値を超える場合と、前記転送情報が含む前記カウント値が、前記転送情報が含む転送
回数閾値に達した場合と、のうちいずれの場合にも前記パケットの転送を抑制する、通信
装置。
【請求項８】
　請求項２から４のいずれか１項に記載の通信装置において、
　前記処理手段は、前記自車両の進行方向が、前記転送情報が含む前記送信元の進行方向
と反対方向である場合には前記パケットの転送を抑制する、通信装置。
【請求項９】
　車両に設置された通信装置を複数有する通信システムであって、
　前記複数の通信装置のうち送信元の通信装置は、基準方向を基準に設定されるパケット
の送信エリアを特定するための転送情報が含まれるパケットを送信し、
　前記複数の通信装置のうち他の通信装置は、
　前記転送情報が含まれるパケットを前記送信元から受信する受信手段と、
　自車両の進行方向を取得する取得手段と、
　前記自車両の進行方向を自装置の前記基準方向とし、前記転送情報が含まれるパケット
を、前記自車両の進行方向を基準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する
処理手段と、を含む、通信システム。
【請求項１０】
　車両に設置された通信装置の通信方法であって、
　基準方向を基準に設定されるパケットの送信エリアを特定するための転送情報が含まれ
るパケットを送信元から受信する受信ステップと、
　自車両の進行方向を取得する取得ステップと、
　前記自車両の進行方向を自装置の前記基準方向とし、前記転送情報が含まれるパケット
を、前記自車両の進行方向を基準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する
処理ステップと、を含む通信方法。
【請求項１１】
　車両に設置された通信装置を複数有する通信システムの通信方法であって、
　前記複数の通信装置のうち送信元の通信装置が、基準方向を基準に設定されるパケット
の送信エリアを特定するための転送情報が含まれるパケットを送信する送信ステップと、
　前記複数の通信装置のうち他の通信装置が、前記転送情報が含まれるパケットを前記送
信元から受信する受信ステップと、
　前記他の通信装置が、自車両の進行方向を取得する取得ステップと、
　前記他の通信装置が、前記自車両の進行方向を自装置の前記基準方向とし、前記転送情
報が含まれるパケットを、前記自車両の進行方向を基準に設定したパケットの送信エリア
に少なくとも送信する処理ステップと、を含む通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置、通信システムおよび通信方法に関する。



(4) JP 2012-159967 A 2012.8.23

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　近年、路車間（路側機と自車）通信や車車間（自車と他車）通信を用いて、周辺道路の
状況や周辺車両の走行状態などを示す安全運転支援情報を、走行中の車両に知らせること
により、交通事故の低減を目指す通信システムの導入が進められている。
【０００３】
　この通信システムに用いられる安全運転支援情報は、情報発信源である送信元の車両（
以下、「送信車両」と称する。）から一定の方向、一定の距離内に存在する車両を対象に
提供される場合が多い。例えば、車車間通信のアプリケーションの１つとして考えられて
いる緊急車両情報提供支援システムでは、送信車両である緊急車両から約３００ｍ前方の
範囲内に存在する車両に情報提供が行われる。
【０００４】
　この通信システムでは、マイクロ波の電波が使用されることが有力であるが、マイクロ
波のような高周波の電波は、伝搬距離が短く回折損失が大きいという特徴を有している。
よって、送信車両は、送信情報の伝達対象エリア（以下、「送信先エリア」と称する。）
内に存在する車両と直接通信を行うことが困難な場合がある。
【０００５】
　図７は、送信車両の送信先エリアを拡大するための手法を示す図である。図７に示すよ
うに、送信車両Ａから送信された送信情報を転送可能な車両（以下、「中継車両」と称す
る。）Ｂが、送信情報を転送することにより、送信先エリアを拡大することが可能となる
。
【０００６】
　一方、中継車両Ｂは、送信車両Ａから送信情報が含まれたパケットを受信すると、その
パケットを送信先エリア外にも転送してしまう。このような無駄な中継を中継車両が繰り
返し行うことにより、通信トラフィックが増大して適切な情報伝達が行えなくなってしま
う。
【０００７】
　これに対し、送信パケットが転送される領域を限定するジオキャスト・ルーティング手
法が知られている。ジオキャスト・ルーティング手法により指定される指定エリアの例を
図８および図９に示す。
【０００８】
　図８は、ジオキャスト・ルーティング手法により、４点の位置座標を用いて矩形の指定
エリアを設定した場合の観念図である。また、図９は、ジオキャスト・ルーティング手法
により、中心座標および半径により円形の指定エリアを設定した場合の概念図である。
【０００９】
　ジオキャスト・ルーティング手法を用いた無線ネットワークシステムの一例として、特
許文献１には、パケットの中継方向とパケットを中継する中継領域の有効幅とを示すパラ
メータを用いて指定エリアを設定する無線ネットワークシステムが記載されている。
【００１０】
　特許文献１に記載の無線ネットワークシステムにおいて、送信元端末装置は、中継方向
および中継領域の有効幅を示すパラメータを指定し、そのパラメータ（以下、「指定パラ
メータ」と称する）をパケットに付加して送信する。中継端末装置は、送信元端末装置か
らパケットを受信すると、自車の現在位置が、指定パラメータにより定まる指定エリアに
含まれるか否かを判定する。中継端末装置は、自車の現在位置が指定エリア内に含まれな
い場合にパケットの中継を禁止する。
【００１１】
　このため、無線ネットワークシステムは、中継車両による無駄な中継を減らして、パケ
ット送信の輻輳を低減することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１２】
【特許文献１】特開２００８－１７６３７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　特許文献１に記載の無線ネットワークシステムでは、送信元端末装置が、パケットに指
定パラメータを付加することにより、パケットの不要な転送を抑制する。しかしながら、
送信元端末装置を備えた車両はカーブ等を有する道路上を移動するので、指定パラメータ
により定まる指定エリアが、本来伝達したいエリアと異なってしまうことがある。その一
例として、ジオキャスト・ルーティング手法を緊急車両情報提供支援システムに適用した
場合の例について次図を参照して説明する。
【００１４】
　図１０は、ジオキャスト・ルーティング手法により、緊急車両の前方３００ｍの範囲を
指定エリアとした場合の一例を示す図である。図１０に示すように、送信車両である緊急
車両がカーブの手前にさしかかると、指定エリアが本来伝達したいエリアから外れてしま
う。このため、パケットが本来伝達したいエリアまで転送されないという課題があった。
【００１５】
　これに対し、道路線形とは異なる指定エリアが設定されたパケットを道路線形に沿って
転送する手法として、中継車両が、地図情報などの道路線形情報を保持し、道路線形に合
わせて指定エリアを更新していく手法が考えられる。しかしながら、全ての中継車両が、
最新の道路線形情報を保持する必要があり、道路線形情報を保持していない中継車両は、
道路線形に合わせて指定エリアの補正を行うことが困難となる。さらに、中継車両は、道
路線形と指定エリアとのマッチング処理という複雑な処理を実行しなければならないとい
う問題がある。
【００１６】
　本発明の目的は、上記した課題を解決する通信装置、通信システムおよび通信方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の通信装置は、車両に設置された通信装置であって、基準方向を基準に設定され
るパケットの送信エリアを特定するための転送情報が含まれるパケットを送信元から受信
する受信手段と、自車両の進行方向を取得する取得手段と、前記自車両の進行方向を自装
置の前記基準方向とし、前記転送情報が含まれるパケットを、前記自車両の進行方向を基
準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する処理手段と、を含む。
【００１８】
　本発明の通信システムは、車両に設置された通信装置を複数有する通信システムであっ
て、前記複数の通信装置のうち送信元の通信装置は、基準方向を基準に設定されるパケッ
トの送信エリアを特定するための転送情報が含まれるパケットを送信し、前記複数の通信
装置のうち他の通信装置は、前記転送情報が含まれるパケットを前記送信元から受信する
受信手段と、自車両の進行方向を取得する取得手段と、前記自車両の進行方向を自装置の
前記基準方向とし、前記転送情報が含まれるパケットを、前記自車両の進行方向を基準に
設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する処理手段と、を含む。
【００１９】
　本発明の通信方法は、車両に設置された通信装置の通信方法であって、基準方向を基準
に設定されるパケットの送信エリアを特定するための転送情報が含まれるパケットを送信
元から受信する受信ステップと、自車両の進行方向を取得する取得ステップと、前記自車
両の進行方向を自装置の前記基準方向とし、前記転送情報が含まれるパケットを、前記自
車両の進行方向を基準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する処理ステッ
プと、を含む。
【００２０】
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　本発明の通信方法は、車両に設置された通信装置を複数有する通信システムの通信方法
であって、前記複数の通信装置のうち送信元の通信装置が、基準方向を基準に設定される
パケットの送信エリアを特定するための転送情報が含まれるパケットを送信する送信ステ
ップと、前記複数の通信装置のうち他の通信装置が、前記転送情報が含まれるパケットを
前記送信元から受信する受信ステップと、前記他の通信装置が、自車両の進行方向を取得
する取得ステップと、前記他の通信装置が、前記自車両の進行方向を自装置の前記基準方
向とし、前記転送情報が含まれるパケットを、前記自車両の進行方向を基準に設定したパ
ケットの送信エリアに少なくとも送信する処理ステップと、を含む。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、道路線形情報を用いることなく道路線形に応じたパケット転送を行う
ことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態における通信装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】転送情報が含まれたパケットのデータ形式の一例を示す図である。
【図３】車両Ａ～Ｃに設置された通信装置にて構成される通信システムのパケット転送に
関する図である。
【図４】車両Ａ～Ｃの通信装置から送信される転送情報が含まれたパケットを示す図であ
る。
【図５】通信装置における通信方法の処理手順例を示すフローチャートである。
【図６】パケットの転送回数に応じたカウント値と転送回数閾値とを含む転送情報が含ま
れたパケットを示す図である。
【図７】送信車両の送信先エリアを拡大するための手法の一例を示す図である。
【図８】ジオキャスト・ルーティング手法において４点の位置座標により矩形の指定エリ
アを設定した場合の観念図である。
【図９】ジオキャスト・ルーティング手法において中心座標および半径により円形の指定
エリアを設定した場合の概念図である。
【図１０】ジオキャスト・ルーティング手法における緊急車両前方３００ｍの範囲を指定
エリアに指定した場合の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の実施形態における通信装置の構成例を示すブロック図である。
【００２５】
　通信装置１００は、車両部２００に設置される車載機であり、路車間通信または車車間
通信を行う。通信装置１００は、位置情報取得部１１０と、受信部１２０と、処理部１６
０と、を備える。処理部１６０は、通信制御部１３０と、情報処理部１４０と、送信部１
５０と、を備える。
【００２６】
　受信部１２０は、一般的に受信手段と呼ぶことができる。
【００２７】
　受信部１２０は、アンテナ１０２を介して、他の通信装置が送信したパケットを受信す
る。受信部１２０は、パケットの送信元の車両の進行方向を基準に設定されたパケットの
送信エリアを特定するための転送情報が含まれたパケットを送信元から受信する。
【００２８】
　本実施形態では、受信部１２０は、基準位置と基準方向とパケットの送信方向と角度閾
値と転送距離閾値とパケットの発信元の位置とを含む転送情報が含まれたパケットを送信
元から受信する。パケットの発信元とは、転送情報が含まれたパケットを最初に送信した
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車両の通信装置のことである。
【００２９】
　図２は、転送情報が含まれたパケットのデータ形式の一例を示す図である。
【００３０】
　パケット内の転送情報には、基準位置Ｐｂとして示された送信元の位置と、基準方向Ｄ
ｂとして示された送信元の進行方向と、基準方向Ｄｂを基準に設定されるパケットの送信
方向Ｄｒと、角度閾値θｔと、転送距離閾値Ｌｔと、発信元の位置Ｐ１と、が含まれる。
【００３１】
　基準方向Ｄｂとパケットの送信方向Ｄｒと角度閾値θｔと転送距離閾値Ｌｔとは、パケ
ットの送信元の送信エリアを特定するために用いられる。パケットの送信方向Ｄｒは、例
えば、車両の進行方向に対して同一の方向（車両の前方向）または反対の方向（車両の後
方向）に設定される。
【００３２】
　基準位置Ｐｂは、パケットの送信元から自車両への転送方向を特定するために用いられ
る。発信元の位置Ｐ１は、パケットの転送距離を求めるために用いられる。基準位置Ｐｂ
と発信元の位置Ｐ１とは、経度および緯度により表現される。
【００３３】
　受信部１２０は、転送情報が含まれたパケットを受信すると、転送情報が含まれたパケ
ットを、処理部１６０内の情報処理部１４０に供給する。
【００３４】
　位置情報取得部１１０は、一般的に取得手段と呼ぶことができる。
【００３５】
　位置情報取得部１１０は、アンテナ１０１を介して通信装置１００の位置を示す位置情
報を取得する。なお、通信装置１００の位置のことを、以下「自車両の位置」と称する。
自車両の位置は、緯度、経度および高度により表現される。例えば、位置情報取得部１１
０は、ＧＰＳ（Global Positioning System：全地球測位システム）を用いて位置情報を
取得する。
【００３６】
　また、位置情報取得部１１０は、車両部２００の進行方向を示す進行方向情報を取得す
る。なお、車両部２００の進行方向のことを、以下「自車両の進行方向」と称する。位置
情報取得部１００は、所定時間ごとに位置情報を取得し、互いに異なるタイミングで取得
した複数の位置情報を用いて進行方向情報を取得する。
【００３７】
　例えば、位置情報を取得すると位置情報取得部１１０は、位置情報と、その位置情報を
取得する前に取得された過去の位置情報と、を用いて車両部２００が過去の位置から現在
の位置に移動した方向を、自車両の進行方向として求める。位置情報取得部１１０は、そ
の自車両の進行方向を示す情報を、進行方向情報として取得する。
【００３８】
　なお、位置情報取得部１１０は、例えば、ジャイロセンサなどの加速度センサを用いて
車両部２００の進行方向を検出し、その進行方向を示す情報を進行方向情報として取得し
てもよい。また、位置情報取得部１１０は、位置情報と進行方向情報とを、通信制御部１
３０および情報処理部１４０に供給する。
【００３９】
　処理部１６０は、一般的に処理手段と呼ぶことができる。
【００４０】
　処理部１６０は、受信部１２０から、パケットの送信元の進行方向を基準に設定された
送信元の送信エリアを特定するための転送情報が含まれたパケットを受け付けると、位置
情報取得部１１０から、自車両の進行方向を示す進行方向情報を受け付け、進行方向情報
の示す自車両の進行方向を自装置の基準方向として使用する。
【００４１】
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　処理部１６０は、転送情報が含まれたパケットを、進行方向情報の示す自車両の進行方
向を基準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信するために、自車両から全方
向にパケットが送信されるように転送情報が含まれたパケットを送信する。
【００４２】
　本実施形態では、処理部１６０は、受信部１２０から、転送情報が含まれたパケットを
受け付けると、位置情報取得部１１０から、自車両の位置を示す位置情報と自車両の進行
方向を示す進行方向情報とを受け付ける。そして処理部１６０は、位置情報の示す自車両
の位置が、パケット内の転送情報にて特定される送信元の送信エリア内に含まれるか否か
を判定する。
【００４３】
　処理部１６０は、自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれない場合には、転送情
報が含まれたパケットの転送を抑制する。一方、自車両の位置が送信元の送信エリア内に
含まれている場合には処理部１６０は、パケット内の転送情報が含む送信元の基準方向Ｄ
ｂを送信元の進行方向から自車両の進行方向を示す進行方向情報に変更し、かつ、転送情
報が含む基準位置Ｐｂを、送信元の位置から自車両の位置を示す位置情報に変更し、変更
後の転送情報が含まれたパケットを、進行方向情報の示す自車両の進行方向を基準に設定
したパケットの送信エリアに少なくとも送信する。
【００４４】
　通信制御部１３０は、一般的に制御手段と呼ぶことができる。
【００４５】
　通信制御部１３０は、受信部１２０から、パケットの送信元の送信エリアを特定するた
めの転送情報が含まれたパケットを受け付けると、位置情報取得部１１０から、自車両の
位置を示す位置情報と自車両の進行方向を示す進行方向情報とを受け付ける。通信制御部
１３０は、位置情報の示す自車両の位置が、送信元からのパケット内の転送情報にて特定
される送信元の送信エリア内に含まれるか否かを判定する。
【００４６】
　通信制御部１３０は、自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれないと判定した場
合には、転送情報が含まれたパケットの転送を抑制する。また、通信制御部１３０は、自
車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれないと判定した場合には、例えば、転送情報
が含まれたパケットを破棄してもよい。
【００４７】
　一方、通信制御部１３０は、自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれていると判
定した場合には、転送情報が含まれたパケットの転送を行う。ただし、通信制御部１３０
は、進行方向情報の示す自車両の進行方向が、転送情報の示す送信元の進行方向と反対の
方向である場合にはパケットの転送を抑制してもよい。
【００４８】
　本実施形態では、通信制御部１３０は、パケットに含まれる転送情報内の基準位置Ｐｂ
として示された送信元の位置から、位置情報の示す自車両の位置へのパケットの転送方向
を求める。さらに通信制御部１３０は、そのパケットの転送方向と、転送情報内の基準方
向Ｄｂとして示された送信元の進行方向にて特定されるパケットの送信方向である送信元
の送信方向と、の成す角度（以下、「転送角度」と称する。）を算出する。
【００４９】
　通信制御部１３０は、その転送角度が、転送情報内の角度閾値θｔを超えるか否かを判
断する。なお、転送情報内に角度閾値θｔが示されていない場合には通信制御部１３０は
、転送角度が、予め定められた角度判定閾値、例えば９０度を超えるか否かを判断する。
この場合、角度判定閾値は、例えば通信制御部１３０に予め記憶される。
【００５０】
　通信制御部１３０は、転送角度が角度閾値θｔを超える場合には、自車両の位置が送信
元の送信エリア内に含まれないと判定する。一方、通信制御部１３０は、転送角度が角度
閾値を超えない場合には、転送情報の示す発信元の位置と、位置情報の示す自車両の位置
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と、の間の距離（以下、「到達距離」と称する。）を算出する。通信制御部１３０は、そ
の到達距離が、転送情報内の転送距離閾値Ｌｔを超えるか否かを判断する。
【００５１】
　通信制御部１３０は、到達距離が転送距離閾値Ｌｔを超えている場合には、自車両の位
置が送信元の送信エリア内に含まれないと判定する。一方、通信制御部１３０は、到達距
離が転送距離閾値Ｌｔを超えていない場合、かつ、転送角度が角度閾値θｔを超えていな
い場合には、自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれると判定する。
【００５２】
　なお、通信制御部１３０は、転送情報が含む基準位置Ｐｂに「送信元の高度」が示され
ている場合には、送信元の高度と、位置情報の示す自車両の高度と、の高度差が高度差閾
値を超えているか否かを判断してもよい。そして通信制御部１３０は、高度差が高度閾値
を超えている場合には、自車両と送信元の車両とが同じ道路上に存在しないと判断し、自
車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれないと判定する。この場合、高度差閾値は、
例えば通信制御部１３０に予め記憶される。
【００５３】
　自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれると判定された場合には通信制御部１３
０は、パケットに含まれる転送情報と、位置情報と、進行方向情報と、を情報処理部１４
０に供給する。
【００５４】
　情報処理部１４０は、一般的に変更手段と呼ぶことができる。
【００５５】
　情報処理部１４０は、通信制御部１３０から、送信元の基準方向Ｄｂとして示された送
信元の進行方向と基準位置Ｐｂとして示された送信元の位置とが含まれた転送情報と、自
車両の位置を示す位置情報と、自車両の進行方向を示す進行方向情報と、を受け付ける。
すると情報処理部１４０は、転送情報の示す送信元の基準方向Ｄｂを、送信元の進行方向
から自車両の進行方向を示す進行方向情報に変更し、かつ、転送情報の示す基準位置Ｐｂ
を、送信元の位置から自車両の位置を示す位置情報に変更する。
【００５６】
　情報処理部１４０は、転送情報の示す基準方向Ｄｂおよび基準位置Ｐｂの両者を変更す
ると、変更後の転送情報を通信制御部１３０に出力し、通信制御部１３０は、その変更後
の転送情報を含むパケットを生成し、変更後の転送情報が含まれたパケットを送信部１５
０に出力する。また、情報処理部１４０は、転送情報が含まれたパケット内に、例えば、
緊急車両が接近中である旨を示す緊急情報が含まれている場合には、その緊急情報を車両
部２００に供給する。
【００５７】
　送信部１５０は、一般的に送信手段と呼ぶことができる。
【００５８】
　送信部１５０は、通信制御部１３０から、変更後の転送情報が含まれたパケットを受け
付けると、アンテナ１０２を介して無線信号により自車両から全方向にパケットが送信さ
れるように、変更後の転送情報が含まれたパケットを送信する。
【００５９】
　車両部２００は、情報処理部１４０から緊急情報を受け付けると、その緊急情報を運転
者に通知する。本実施形態では、車両部２００は、車両本体部２１０と、車両情報取得部
２２０と、ＨＭＩ部２３０と、を備える。
【００６０】
　車両本体部２１０は、運転者の運転により道路上を走行する自動車である。
【００６１】
　車両情報取得部２２０は、車両本体部２１０の状態に関する車両情報を取得する。車両
情報取得部２２０は、その車両情報を情報処理部１４０に供給する。
【００６２】
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　ＨＭＩ（Human Machine Interface）部２３０は、情報処理部１４０から緊急情報を受
け付けると、その緊急情報を運転者に通知する。
【００６３】
　次に、複数の通信装置１００を有する通信システムにおけるパケットの転送手法につい
て説明する。
【００６４】
　図３は、通信装置１００が設置された車両Ａ～Ｃにより構成される通信システムのパケ
ット転送に関する図である。車両Ａは緊急車両であり、車両ＢおよびＣは一般車両である
。
【００６５】
　図３には、道路のカーブ手前を走行中の車両Ａの位置座標Ｐ１と、カーブしている道路
を走行中の車両Ｂおよび車両Ｃの位置座標Ｐ２およびＰ３と、がそれぞれ示されている。
【００６６】
　車両Ａの通信装置１００は、転送情報が含まれたパケットを最初に送信する発信元であ
る。
【００６７】
　車両Ａの通信装置１００では、緊急車両が接近中である旨を示す緊急情報を送信するた
め、情報処理部１４０が、緊急情報と緊急情報の送信エリアを規定する送信方向情報と角
度閾値θｔと転送距離閾値Ｌｔとを出力する。ここでは、情報処理部１４０は、「車両の
前方向Ｄｆ」を示す送信方向情報を出力する。よって、車両Ａの送信方向は、車両Ａの進
行方向Ｄ１と同じ方向に設定されることになる。
【００６８】
　通信制御部１３０が、情報処理部１４０から、緊急情報と送信方向情報と角度閾値θｔ
と転送距離閾値Ｌｔとを受け付けると、通信制御部１３０の指示に従って位置情報取得部
１１０は、車両Ａの位置Ｐ１を示す位置情報と、車両Ａの進行方向Ｄ１を示す進行方向情
報と、を通信制御部１３０に供給する。
【００６９】
　そして通信制御部１３０は、転送情報内の発信元の位置Ｐ１および基準位置Ｄｂのそれ
ぞれの欄に車両Ａの位置Ｐ１を示す位置情報を格納し、転送情報内の基準方向Ｄｂの欄に
車両Ａの進行方向Ｄ１を示す進行方向情報を格納し、転送情報内のパケットの送信方向Ｄ
ｒの欄に送信方向情報を格納し、さらに角度閾値θｔおよび転送距離閾値Ｌｔをそれぞれ
格納する。これにより、通信制御部１３０は、車両Ａの送信エリア１０を特定するための
転送情報を生成する。さらに通信制御部１３０は、その転送情報と緊急情報とを含むパケ
ットを生成し、送信部１５０が、転送情報と緊急情報とが含まれたパケットを送信する。
【００７０】
　図４は、車両Ａの通信装置１００が送信した転送情報を含むパケット５１０を示す。
【００７１】
　車両Ｂの通信装置１００では、受信部１２０が、車両Ａの送信エリア１０を特定するた
めの転送情報が含まれたパケットを受信すると、通信制御部１３０の指示に従って位置情
報取得部１１０は、車両Ｂの位置Ｐ２を示す位置情報と、車両Ｂの進行方向Ｄ２を示す進
行方向情報と、を通信制御部１３０に供給する。
【００７２】
　通信制御部１３０は、受信部１２０から転送情報が含まれたパケットを受け付け、位置
情報取得部１１０から、車両Ｂの位置Ｐ２を示す位置情報と車両Ｂの進行方向Ｄ２を示す
進行方向情報とを受け付けると、位置情報の示す車両Ｂの位置Ｐ２が、転送情報にて特定
される車両Ａの送信エリア１０内に含まれるか否かを判定する。
【００７３】
　具体的には、通信制御部１３０は、パケット内の転送情報の示す送信元の位置Ｐ１から
、位置情報の示す自車両の位置Ｐ２へのパケットの転送方向Ｄｔを求める。さらに通信制
御部１３０は、パケットの転送方向Ｄｔと、転送情報にて特定される車両Ａの送信方向Ｄ
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１と、の成す転送角度θ１を求め、その転送角度θ１が、転送情報が含む角度閾値θｔを
超えるか否かを判断する。
【００７４】
　図３では転送角度θ１が角度閾値θｔを超えないため、通信制御部１３０は、転送情報
の示す発信元の位置Ｐ１から、位置情報の示す車両Ｂの位置Ｐ２までのパケットの到達距
離を算出し、その到達距離が、転送情報が含む転送距離閾値Ｌｔを超えるか否かを判断す
る。
【００７５】
　図３ではパケットの到達距離が転送距離閾値Ｌｔを超えないため、通信制御部１３０は
、車両Ｂの位置が、車両Ａの送信エリア１０内に含まれると判定する。
【００７６】
　車両Ｂの位置が車両Ａの送信エリア１０内に含まれると判定されると、情報処理部１４
０は、基準位置として示された車両Ａの位置Ｐ１と、基準方向として示された車両Ａの進
行方向Ｄ１と、が含まれた転送情報と、車両Ｂの位置Ｐ２を示す位置情報と車両Ｂの進行
方向Ｄ２を示す進行方向情報とを受け付ける。そして情報処理部１４０は、転送情報の示
す基準位置Ｐｂを、車両Ａの位置Ｐ１から車両Ｂの位置Ｐ２を示す位置情報に変更する。
さらに情報処理部１４０は、転送情報の示す基準方向Ｄｂを、車両Ａの進行方向Ｄ１から
車両Ｂの進行方向Ｄ２を示す進行方向情報に変更する。よって、車両Ａの送信エリア１０
は、車両Ｂの送信エリア２０に変更されることになる。
【００７７】
　転送情報の示す基準位置Ｐｂおよび基準方向Ｄｂの両者が変更されると情報処理部１４
０は、変更後の転送情報を通信制御部１３０に供給する。通信制御部１３０は、変更後の
転送情報を含むパケットを生成し、送信部１５０は、変更後の転送情報が含まれたパケッ
トを送信する。
【００７８】
　図４は、車両Ｂの通信装置１００が送信した転送情報を含むパケット５２０を示す。
【００７９】
　車両Ｃの通信装置１００では、受信部１２０が、車両Ｂの送信エリア２０を特定するた
めの転送情報が含まれたパケットを受信すると、通信制御部１３０の制御に従って位置情
報取得部１１０は、車両Ｃの位置Ｐ３を示す位置情報と、車両Ｃの進行方向Ｄ３を示す進
行方向情報と、を通信制御部１３０に供給する。
【００８０】
　通信制御部１３０は、受信部１２０から、車両Ｂの送信エリア２０を特定するための転
送情報が含まれたパケットを受け付け、位置情報取得部１１０から車両Ｃの位置Ｐ３を示
す位置情報と車両Ｃの進行方向Ｄ３を示す進行方向情報とを受け付けると、位置情報の示
す自車両Ｃの位置Ｐ３が、転送情報にて特定される車両Ｂの送信エリア２０内に含まれる
か否かを判定する。
【００８１】
　具体的には、通信制御部１３０は、パケットに内の転送情報の示す送信元の位置Ｐ２か
ら、位置情報の示す自車両の位置Ｐ３へのパケットの転送方向を求める。さらに通信制御
部１３０は、転送情報の示す基準方向Ｄ２を基準に車両Ｂの送信方向Ｄ２を特定する。そ
して通信制御部１３０は、車両Ｂの送信方向Ｄ２とパケットの転送方向との成す転送角度
を求め、その転送角度が、転送情報内の角度閾値θｔを超えるか否かを判断する。
【００８２】
　図３ではパケットの転送角度が角度閾値θｔを超えないため、通信制御部１３０は、転
送情報の示す発信元の位置Ｐ１と、位置情報の示す自車両の位置Ｐ３との間のパケットの
到達距離を算出し、その到達距離が、転送情報の示す転送距離閾値Ｌｔを超えるか否かを
判断する。
【００８３】
　図３では到達距離が転送距離閾値Ｌｔを超えないため、通信制御部１３０は、車両Ｃの
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位置Ｐ３が、車両Ｂの送信エリア２０内に含まれると判定する。車両Ｃの位置Ｐ３が車両
Ｂの送信エリア２０内に含まれると判定されると情報処理部１４０は、基準方向Ｄｂとし
て示された車両Ｂの進行方向Ｄ２と、基準位置Ｐｂとして示された車両Ｂの位置Ｐ２とが
含まれた転送情報と、車両Ｃの位置Ｐ３を示す位置情報と、車両Ｃの進行方向Ｄ３を示す
進行方向情報と、を受け付ける。
【００８４】
　そして通信制御部１３０は、転送情報が含む基準位置Ｐｂを、車両Ｂの位置Ｐ２から車
両Ｃの位置Ｐ３を示す位置情報に変更し、かつ、転送情報が含む基準方向Ｄｂを、車両Ｂ
の進行方向Ｄ２から車両Ｃの進行方向Ｄ３を示す進行方向情報に変更する。よって、車両
Ｂの送信エリア２０は、車両Ｃの送信エリアに変更されることになる。
【００８５】
　転送情報の示す基準位置Ｐｂおよび基準方向Ｄｂの両者が変更されると情報処理部１４
０は、変更後の転送情報を通信制御部１３０に供給する。通信制御部１３０は、変更後の
転送情報を含むパケットを生成し、送信部１５０は、変更後の転送情報が含まれたパケッ
トを送信する。
【００８６】
　図４は、車両Ｃの通信装置１００が送信した転送情報を含むパケット５３０を示す。
【００８７】
　次に、通信装置１００の動作について説明する。
【００８８】
　図５は、通信装置１００における通信方法の処理手順例を示すフローチャートである。
【００８９】
　まず、受信部１２０は、パケットの送信元の進行方向を基準に設定されたパケットの送
信エリアを特定するための転送情報が含まれたパケットを送信元から受信する（ステップ
Ｓ９０１）。受信部１２０が、転送情報が含まれたパケットを受信すると、通信制御部１
３０の指示に従って位置情報取得部１１０は、自車両の位置を示す位置情報と、自車両の
進行方向を示す進行方向情報と、を出力する。通信制御部１３０は、受信部１２０から、
転送情報が含まれたパケットを受け付け、位置情報取得部１１０から位置情報と進行方向
情報とを受け付ける。
【００９０】
　通信制御部１３０は、パケット内の転送情報の示す基準方向Ｄｂを基準に送信元の送信
方向を求める（ステップＳ９０２）。さらに通信制御部１３０は、転送情報の示す送信元
の位置から、位置情報の示す自車両の位置へのパケットの転送方向を求める（ステップＳ
９０３）。
【００９１】
　通信制御部１３０は、パケットの転送方向と、転送情報の示す送信元の送信方向との成
す転送角度θ１が、転送情報内の角度閾値θｔを超えているか否かを判断する（ステップ
Ｓ９０４）。
【００９２】
　通信制御部１３０は、転送角度θ１が角度閾値θｔを超えている場合には、自車両の位
置がパケットの送信元の送信エリア内に含まれないと判定し、パケットの転送を中止（抑
制）する（ステップＳ９１０）。
【００９３】
　一方、通信制御部１３０は、転送角度θ１が角度閾値θｔを超えていない場合には、転
送情報の示す発信元の位置Ｐ１から、位置情報の示す自車両の位置までの到達距離を求め
る（ステップＳ９０５）。そして通信制御部１３０は、パケットの到達距離が転送距離閾
値Ｌｔを超えるか否かを判断する（ステップＳ９０６）。通信制御部１３０は、パケット
の到達距離が転送距離閾値Ｌｔを超えている場合には、自車両の位置が送信元の送信エリ
ア内に含まれないと判定し、パケットの転送を中止する（ステップＳ９１０）。
【００９４】
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　一方、通信制御部１３０は、パケットの到達距離が転送距離閾値Ｌｔを超えていない場
合、かつ、転送角度θ１が角度閾値θｔを超えていない場合には、自車両の位置が送信元
の送信エリア内に含まれると判定し、パケットに含まれた転送情報と、自車両の位置を示
す位置情報と、自車両の進行方向を示す進行方向情報とを情報処理部１４０に供給する。
【００９５】
　情報処理部１４０は、転送情報の示す基準方向Ｄｂを、送信元の進行方向から自車両の
進行方向を示す進行方向情報に変更し（ステップＳ９０７）、かつ、転送情報の示す基準
位置Ｐｂを、送信元の位置から自車両の位置を示す位置情報に変更する（ステップＳ９０
８）。その後、送信部１５０は、変更後の転送情報が含まれたパケットを転送して（ステ
ップＳ９０９）、通信装置１００の処理方法を終了する。
【００９６】
　次に送信元の車両に対し反対車線を走行中の車両の通信装置１００の動作の一例につい
て説明する。
【００９７】
　受信部１２０が、転送情報が含まれたパケットを送信元から受信すると、通信制御部１
３０の制御に従って位置情報取得部１１０は、自車両の位置を示す位置情報と、自車両の
進行方向を示す進行方向情報を通信制御部１３０に出力する。
【００９８】
　通信制御部１３０は、転送情報の示す送信元の位置から位置情報の示す自車両の位置へ
のパケットの転送方向を求め、パケットの転送方向と、転送情報にて特定される送信元の
送信方向との成す転送角度θが、例えば、式１に示す条件を満足しているか否かを判断す
る。
【００９９】
　　　　　θ　＜　θｔ　または　１８０－θ　＜　θｔ　　　　・・・式１
　転送角度θが式１を満足している場合において進行方向情報の示す自車両の進行方向よ
りも自車両の進行方向と反対の方向が、送信元の送信方向に近いときは、通信制御部１３
０は自車両の進行方向と反対の方向を示す基準方向情報を生成する。
【０１００】
　そして転送角度θが式１を満足している場合、かつ、パケットの到達距離が転送距離閾
値Ｌｔを超えていない場合には通信制御部１３０は、自車両の位置が送信元の送信エリア
内に含まれていると判定し、基準方向として示された送信元の進行方向と基準位置として
示された送信元の位置とを含む転送情報と、自車両の進行方向と反対の方向を示す基準方
向情報と、自車両の位置を示す位置情報と、を情報処理部１４０に出力する。
【０１０１】
　情報処理部１４０は、転送情報が含む基準方向を、送信元の進行方向から自車両の進行
方向と反対の方向を示す基準方向情報に変更し、転送情報が含む基準位置を、送信元の位
置から自車両の位置を示す位置情報に変更する。そして送信部１５０は、変更後の転送情
報が含まれたパケットを転送する。
【０１０２】
　本実施形態によれば、車両部２００に設置された通信装置１００では、受信部１２０が
、パケットの送信元の進行方向である基準方向を基準に設定されるパケットの送信エリア
を特定するための転送情報が含まれたパケットを送信元から受信すると、位置情報取得部
１１０は、自車両の進行方向を取得する。そして、処理部１６０は、自車両の進行方向を
基準方向とし、転送情報が含まれたパケットを、自車両の進行方向を基準に設定したパケ
ットの送信エリアに少なくとも送信する。
【０１０３】
　よって、通信装置１００は、パケットの送信元の進行方向を基準に設定された送信元の
送信エリアを自車両の進行方向を基準に変更することにより、パケットの送信エリアを道
路線形に合った送信エリアに変更することが可能となる。このため、通信装置１００は、
地図情報などの道路線形情報を用いることなく、道路線形に応じてパケットの送信エリア
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を補正することができる。
【０１０４】
　また、本実施形態では、受信部１２０が、パケットの送信元の基準方向として示された
送信元の進行方向を含む転送情報を送信元から受信すると、位置情報取得部１１０が、自
車両の位置を示す位置情報を取得する。そして通信制御部１３０は、位置情報の示す自車
両の位置が、送信元からのパケット内の転送情報にて特定される送信元の送信エリア内に
含まれるか否かを判定し、自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれない場合にはパ
ケットの転送を抑制する。一方、自車両の位置が、送信元の送信エリア内に含まれている
場合には、情報処理部１４０は、転送情報が含む送信元の基準方向を、送信元の進行方向
から自車両の進行方向に変更し、送信部１５０が、変更後の転送情報が含まれたパケット
を、自車両の進行方向を基準に設定したパケットの送信エリアに少なくとも送信する。
【０１０５】
　このため、通信装置１００は、自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれている場
合に、自車両の進行方向を基準に転送情報を変更し、変更後の転送情報が含まれたパケッ
トを送信する。よって、通信装置１００は、送信元から、道路線形に合わない送信エリア
が設定された転送情報を含むパケットが送信された場合でも、道路線形に合わせたパケッ
トの転送を行うことが可能となる。このため、通信装置１００は、道路線形情報を用いて
送信エリアと道路線形との複雑なマッチング処理を行うことなく、簡易な処理でパケット
の転送を行うことができる。
【０１０６】
　したがって、通信装置１００は、パケットの不要な転送を抑制しつつ、道路線形に応じ
たパケットの転送を行うことが可能となる。さらに、送信元の通信装置１００は、転送情
報が含まれたパケットを送信する際に、道路線形を考慮した送信エリアを設定することな
く、簡易な設定で本来伝達したい送信エリアに情報を伝達することができる。
【０１０７】
　また、本実施形態では、受信部１２０は、送信元の基準方向として示された送信元の進
行方向に加え、送信元によるパケットの送信方向である送信元の送信方向と、送信元の送
信方向に対する角度閾値と、送信元の位置と、を含む転送情報が含まれたパケットを送信
元から受信する。すると通信制御部１３０は、転送情報が含む送信元の位置から、自車両
の位置へのパケットの転送方向を求め、その転送方向と送信元の送信方向との成す転送角
度が角度閾値を超えている場合にはパケットの転送を抑制する。一方、転送角度が角度閾
値を超えていない場合には情報処理部１４０は、転送情報が含む送信元の基準方向を、送
信元の進行方向から自車両の進行方向に変更し、かつ、転送情報が含む送信元の位置を自
車両の位置に変更する。
【０１０８】
　このため、中継車両の通信装置１００は、送信元の送信方向に対する転送角度が角度閾
値を超えている場合にはパケットの転送を抑制する。よって、送信元の通信装置１００は
、転送情報の示す角度閾値の設定によってパケットの送信エリアの広さを限定することが
可能となる。このため、送信元の通信装置１００では、小さな角度閾値が用いられること
により、不要なパケットの転送を低減し、パケットの輻輳を抑制することが可能となる。
【０１０９】
　また、本実施形態では、受信部１２０は、パケットの送信元の位置に加え、パケットの
転送距離閾値を含む転送情報が含まれたパケットを受信すると、通信制御部１３０は、転
送情報が含む送信元の位置から自車両の位置までの到達距離が転送距離閾値を超える場合
にはパケットの転送を抑制する。
【０１１０】
　このため、通信装置１００は、送信元の位置からのパケットの転送距離が転送距離閾値
を超える場合にはパケットの転送を抑制するので、パケットの不要な転送を低減すること
ができる。
【０１１１】
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　また、本実施形態では、処理部１６０は、自車両の進行方向が、転送情報が含む送信元
の進行方向と反対方向である場合にはパケットの転送を抑制する。よって、反対車線を走
行中の車両の通信装置１００は、自車両の進行方向を基準に変更した転送情報が含まれた
パケットの送信を抑制することが可能となる。
【０１１２】
　また、本実施形態では、パケットの転送回数に応じたカウント値と、パケットの転送回
数閾値と、が含まれた転送情報を含むパケットが用いられてもよい。
【０１１３】
　図６は、パケットの転送回数に応じたカウント値Ｃｖとパケットの転送回数閾値Ｈｔと
が含まれた転送情報を含むパケットを示す図である。
【０１１４】
　図６では、送信元の通信装置１００において、情報処理部１４０が、緊急情報と送信方
向情報と角度閾値θｔと転送距離閾値Ｌｔとに加え、パケットの転送回数の最大値（例え
ば５回）と、転送回数閾値Ｈｔ（例えば０回）と、を出力する。
【０１１５】
　通信制御部１３０が、緊急情報と送信方向情報と角度閾値θｔと転送距離閾値Ｌｔと転
送回数の最大値と転送回数閾値Ｈｔとを受け付けると、通信制御部１３０の指示に従って
位置情報取得部１１０は、自車両の位置を示す位置情報と、自車両の進行方向を示す進行
方向情報と、を通信制御部１３０に供給する。
【０１１６】
　そして通信制御部１３０は、転送情報内の発信元の位置Ｄｂおよび基準位置Ｐｂの欄に
自車両の位置を示す位置情報をそれぞれ格納し、転送情報内の基準方向の欄に自車両の進
行方向を示す進行方向情報を格納し、転送情報内のパケットの送信方向Ｄｒの欄に送信方
向情報を格納し、角度閾値θｔおよび転送距離閾値Ｌｔをそれぞれ格納する。さらに通信
制御部１３０は、転送情報内のカウント値Ｃｖとして転送回数の最大値を格納し、転送回
数閾値Ｈｔを格納する。つまり、カウント値Ｃｖは、転送回数閾値Ｈｔよりも大きな値で
ある。
【０１１７】
　これにより、通信制御部１３０は、送信元の送信エリアを特定するための転送情報を生
成する。その後、通信制御部１３０は、その転送情報と緊急情報とを含むパケットを生成
し、送信部１５０が、転送情報と緊急情報とが含まれたパケットを送信する。
【０１１８】
　中継車両の通信装置１００では、受信部１２０が、送信元の送信エリアを特定するため
の転送情報が含まれたパケットを受信すると、通信制御部１３０の指示に従って位置情報
取得部１１０は、自車両の位置を示す位置情報と、自車両の進行方向を示す進行方向情報
と、を通信制御部１３０に供給する。
【０１１９】
　通信制御部１３０は、受信部１２０から転送情報が含まれたパケットを受け付け、位置
情報取得部１１０から位置情報と進行方向情報とを受け付けると、位置情報の示す自車両
の位置が、転送情報にて特定される送信元の送信エリア内に含まれるか否かを判定する。
【０１２０】
　通信制御部１３０は、転送情報が含む送信元の位置Ｐｂから位置情報の示す自車両の位
置へのパケットの転送方向を求め、その転送方向と、転送情報が含む送信元の送信方向と
の成す転送角度が、転送情報が含む角度閾値θｔを超える場合と、転送情報が含む発信元
の位置Ｐ１から位置情報の示す自車両の位置までの到達距離が、転送情報が含む転送距離
閾値Ｌｔを超える場合と、転送情報が含むカウント値Ｃｖが、転送情報が含む転送回数閾
値Ｈｔに達した場合と、のうちいずれの場合にも、自車両の位置が送信元の送信エリア内
に含まれないと判定し、パケットの転送を抑制する。
【０１２１】
　一方、通信制御部１３０は、転送角度が角度閾値θｔを超えていない場合、かつ、到達
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距離が転送距離閾値Ｌｔを超えていない場合において、転送情報が含むカウント値Ｃｖが
転送回数閾値Ｈｔに達していないときは、自車両の位置が送信元の送信エリア内に含まれ
ると判定する。そして通信制御部１３０は、送信元の位置Ｐｂと送信元の進行方向Ｄｂと
を含む転送情報と、自車両の位置を示す位置情報と、自車両の進行方向を示す進行方向情
報と、を情報処理部１４０に供給する。
【０１２２】
　すると情報処理部１４０は、転送情報が含む送信元の位置Ｐｂを、自車両の位置を示す
位置情報に変更し、かつ、転送情報が含む送信元の進行方向Ｄｂを、送信元の進行方向を
示す進行方向情報に変更する。さらに情報処理部１４０は、転送情報が含むカウント値Ｃ
ｖが転送回数閾値Ｈｔよりも大きいため、転送情報が含むカウント値Ｃｖを１だけカウン
トダウンする。なお、パケットの転送回数に応じたカウント値Ｃｖが、転送回数閾値Ｈｔ
よりも小さいときは、情報処理部１４０は、転送情報が含むカウント値Ｃｖを１だけカウ
ントアップする。
【０１２３】
　このため、複数の通信装置１００を有する通信システムでは、パケットの転送回数に応
じたカウント値Ｃｖと転送回数閾値Ｈｔとを含む転送情報が含まれたパケットが用いられ
ることにより、転送情報が含まれたパケットの転送回数を制限することが可能となる。よ
って、渋滞が発生している道路の渋滞区間内を走行中の車両の通信装置１００が、転送情
報が含まれたパケットを送信した状況では、その転送情報が含まれたパケットの転送が渋
滞区間で必要以上に行われることを防止することが可能となる。なお、本実施形態では、
角度閾値θｔと転送距離閾値Ｌｔと転送回数閾値Ｈｔとのうちいずれかの閾値を含む転送
情報が用いられてもよい。
【０１２４】
　また、本実施形態では、発信元の通信装置１００が、自車両の進行方向の前方に存在す
る前方車両に、転送情報が含まれたパケットを送信する例について説明したが、自車両の
進行方向の後方に存在する後方車両に、転送情報が含まれたパケットを送信してもよい。
【０１２５】
　例えば、車車間通信を用いた安全運転支援システムでは、各車両が自車両の状態を示す
安全運転支援情報を周辺車両に送信し、受信車両が、出会い頭の衝突などの事故の危険性
があるか否かを安全支援情報に基づいて判断し、事故の危険性があると判断した場合には
その旨をドライバへ通知する。この場合、発信元の通信装置１００は、通常は、自車両の
存在を周辺の車両に知らせるため、前方車両に安全運転支援情報を送信する。一方、急ブ
レーキなどに起因する追突事故を防止するには、後方車両への情報伝達が望まれる。
【０１２６】
　したがって、発信元の通信装置１００は、通常は、パケットの送信方向を自車両の前方
方向に設定しておき、ドライバによりブレーキペダルが踏まれたとき、または、一定の閾
値以上の速度の減少を検知したときに限り、パケットの送信方向を車両の前方から後方に
切り替えてもよい。これにより、各車両が、安全運転支援情報を常に前方および後方の車
両に送信する場合と比べてパケットの輻輳を低減することができる。
【０１２７】
　なお、本実施形態では、送信元の進行方向が基準方向として示された転送情報が用いら
れる例について説明したが、パケットに含まれる転送情報内の基準位置として示された送
信元の位置を用いて送信元の進行方向を算出してもよい。この場合、送信元の通信装置１
００は所定期間間隔ごとに、転送情報が含まれたパケットを送信し、中継車両の通信装置
１００では、受信部１２０が、送信元から所定時間間隔で送信されるパケットを受信する
と、通信制御部１３０は、受信部１２０が受信したパケット内の転送情報が含む送信元の
位置と、そのパケットが受信される前に受信部１２０が受信したパケット内の転送情報が
含む送信元の位置とに基づいて送信元の進行方向を基準方向として計算する。
【０１２８】
　以上説明した実施形態において、図示した構成は単なる一例であって、本発明はその構
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成に限定されるものではない。
【符号の説明】
【０１２９】
　１００　通信装置
　１１０　位置情報取得部
　１２０　受信部
　１３０　通信制御部
　１４０　情報処理部
　１５０　送信部
　１６０　処理部
　２００　車両部
　２１０　車両本体部
　２２０　車両情報取得部
　２３０　ＨＭＩ部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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